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わ
が
青
春
時
代
、
映
画
は
夢
の

世
界
で
あ
っ
た
。
特
に
洋
画
か
ら

吹
い
て
く
る
風
は
、
当
時
の
若
者

の
心
を
虜
に
し
た
。
洒
落
れ
た
フ

ラ
ン
ス
映
画
、
明
る
く
豊
か
で
爽

や
か
な
ア
メ
リ
カ
映
画
…
い
つ
か
あ
ん
な

暮
ら
し
が
し
た
い
、
あ
ん
な
生
き
方
を
し

て
み
た
い
。
シ
ナ
リ
オ
と
い
い
、
銀
幕
の

ス
タ
ー
の
魅
力
と
い
い
、
今
と
は
比
べ
も

の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
力
で
、
人
々
の
心

を
揺
さ
ぶ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

外
国
語
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
的
確

な
字
幕
の
言

葉
に
助
け
ら

れ
、
俳
優
の

表
情
と
肉
声

を
味
わ
い
つ

つ
、
違
和
感

な
く
、
誠
に

自
然
に
作
品

に
の
め
り
込
む
こ
と
が
出
来
た
。
映
画
を

作
る
側
と
見
る
側
の
相
乗
作
用
も
あ
り
、

映
画
館
の
暗
闇
は
特
別
の
世
界
で
あ
っ

た
。

　

洋
画
に
字
幕
は
つ
き
も
の
で
あ
る
。
あ

の
短
く
適
切
な
翻
訳
が
な
か
っ
た
ら
、
物

語
も
台
詞
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
捉
え
ら
れ

ず
、
映
画
の
魅
力
は
半
減
す
る
で
あ
ろ

う
。

　

先
日
、
映
画
字
幕
翻
訳
の
第
一
人
者
戸

田
奈
津
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
機
会
が

あ
っ
た
。
な
に
げ
な
く
自
然
に
捉
え
て
い

た
字
幕
の
字
数
だ
が
、
観
客
が
映
像
と
共

に
瞬
時
に
捉
え
ら
れ
る
の
は
、
一
行
が　
10

字
で
二
行
が
限
度
と
い
う
。
い
く
ら
名
訳

を
し
て
も
、
は
み
出
し
た
ら
、
映
像
に
追

い
つ
け
な
く
意
味
が
な
い
。
原
作
に
限
り

な
く
近
く
、
し
か
も
短
く
、
相
応
し
い
言

葉
を
翻
訳
す
る
に
は
、
豊
か
な
言
葉
と
人

生
の
経
験
が
な
く
て
は
で
き
な
い
こ
と
。

従
っ
て
字
幕
翻
訳
者
は
今
日
本
に
約　

人
20

と
い
う
狭
き
門
。
希
望
者
は
多
い
そ
う
で

あ
る
が
、
外
国
語
が
い
く
ら
堪
能
で
あ
っ

て
も
、
字
幕
の
仕
事
が
出
来
る
と
は
か
ぎ

ら
な
い
。
何

よ
り
日
本
語

力
が
大
事
と

い
う
。
言
葉

と
心
の
機
微

を
捉
え
、
微

妙
な
表
現
を

選
び
取
る
に

は
…
人
生
の
経
験
が
も
の
を
い
う
。

　

最
近
は
吹
き
替
え
が
多
く
な
っ
て
い
る

が
、
字
幕
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

…
他
の
国
々
で
は
、
字
を
読
め
な
い
人
も

多
か
っ
た
た
め
、
元
々
字
幕
は
な
く
、
今

も
ほ
と
ん
ど
吹
き
替
え
だ
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
日
本
で
は
、
識
字
率
が
高
い
上
、

俳
優
の
肉
声
を
同
時
に
味
わ
い
た
い
と
い

う
文
化
的
欲
求
も
相
変
わ
ら
ず
強
く
、
字

幕
は
い
よ
い
よ
健
在
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
、
安
堵
す
る
の
で
あ
る
。
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▼
税
源
移
譲
明
確
に

　

平
成　

年　

月
の
三
位
一
体
改
革
の

１６

１１

「
全
体
像
」に
関
す
る
政
府
・
与
党
合
意
や
、

政
府
の
「
骨
太
方
針
２
０
０
５
」
で
は
、

　

年
度
の
一
般
財
源
の
確
保
を
明
記
し
て

１８い
る
。
概
算
要
求
は
、
こ
れ
に
従
う
形

で
、
一
般
財
源
総
額
を　

兆
６
０
０
０
億

５５

円
と
し
た
。
た
だ
、
地
方
税
の
増
収
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
を
反
映
し
て
、
自
治
体
に

配
分
さ
れ
る
出
口
ベ
ー
ス
の
交
付
税
は　
１７

年
度
比
２
・
７
％
減
の　

兆
４
４
１
９
億

１６

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

要
求
に
当
た
っ
て
は
、　

年
度
分
と
同

１７

様
に
、
概
算
段
階
で
見
込
ま
れ
る
地
方
財

政
収
支
を
仮
試
算
し
て
い
る
。
仮
試
算

は
、
３
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
方
針
を
打

ち
出
し
た
全
体
像
や
、
過
去
の
骨
太
方

針
、
国
の
概
算
要
求
基
準
を
前
提
と
し
て

作
成
さ
れ
て
お
り
、
総
務
省
は
、
自
治
体

と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
認
識
を
共
有
、

年
末
の
地
財
折
衝
に
臨
む
考
え
だ
。

　

仮
試
算
の
う
ち
歳
出
面
で
は
、「
骨
太

方
針
２
０
０
３
」
に
沿
う
形
で
、
▽
職
員

数
を
１
万
人
規
模
で
純
減
す
る
こ
と
で
給

与
関
係
経
費
を
１
０
０
０
億
円
（
０
・
４

％
）
減
の　

兆
６
０
０
０
億
円
に
▽
一
般

２２

行
政
経
費
の
う
ち
単
独
分
は
「
前
年
度
水

準
以
下
と
す
る
」
と
の
同
方
針
に
沿
っ
て

　

年
度
並
み
の　

・
２
兆
円－

な
ど
の
内

１７

１２

容
を
盛
り
込
ん
だ
。
ま
た
、
こ
れ
ら
と
は

別
に
、
三
位
一
体
改
革
で
既
に　

年
度
の

１８

一
般
財
源
化
が
決
ま
っ
て
い
る
単
独
分

（
１
０
０
０
億
円
）
と
、
国
民
健
康
保
険
関

連
と
し
て
、
経
過
的
に
給
付
費
等
の
５
％

と
さ
れ
て
い
た
都
道
府
県
財
政
調
整
交
付

金
が
７
％
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
事

業
費
の
増
（
２
０
０
０
億
円
規
模
）
を
盛

り
込
ん
だ
。

　

投
資
的
経
費
の
う
ち
、
単
独
事
業
は
３

％
の
減
。
景
気
対
策
を
実
施
す
る
前
の
平

成
２－
３
年
度
の
水
準
に
抑
制
す
る
目
標

を
続
け
て
お
り
、
こ
の
既
定
路
線
に
沿
っ

た
。

　

歳
入
の
う
ち
、
税
収
は
１
兆
円
（
２
・

７
％
）
増
の　

兆
円
。
こ
の
１
兆
円
の
う

３５

ち
、
お
よ
そ
半
分
は
、
昨
年
末
の　

年
度

１７

税
制
改
正
で
決
ま
っ
た
個
人
住
民
税
の
定

率
減
税
の
半
減
に
よ
る
増
。
残
る
５
０
０

０
億
円
分
が
、
自
然
増
収
分
と
な
っ
て
い

る
。
税
源
移
譲
ま
で
の
つ
な
ぎ
措
置
で
あ

る
所
得
譲
与
税
と
税
源
移
譲
予
定
特
例
交

付
金
は
計
３
兆
円
。
３
兆
円
規
模
の
税
源

移
譲
方
針
を
、
改
め
て
概
算
要
求
の
中
で

明
確
に
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
税
源
移
譲
予
定
特
例
交
付

金
は
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
を　

、
１７

　

年
度
で
８
５
０
０
億
円
減
額
（　

年
度

１８

１７

は
半
分
の
４
２
５
０
億
円
減
）
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
い
る
。
昨
年
の「
全
体
像
」

に
沿
っ
た
内
容
だ
が
、
一
方
で
、
文
部
科

学
省
は
減
額
を
否
定
す
る
要
求
を
出
し
て

お
り
、
三
位
一
体
改
革
で
積
み
残
し
と

な
っ
て
い
る
中
で
、
最
大
の
懸
案
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
問
題
が
解
決
し
な
い
と
、

３
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
の
実
現
も
到
底

困
難
で
、
改
革
そ
の
も
の
が
頓
挫
し
か
ね

な
い
。

　

こ
こ
で
、
仮
試
算
に
基
づ
く
地
方
交
付

税
の
要
求
額
を
見
て
み
る
。
国
の
一
般
会

計
か
ら
、
交
付
税
特
別
会
計
へ
繰
り
入
れ

る
入
り
口
ベ
ー
ス
段
階
の
要
求
額
は　

兆
１５

１
４
０
４
億
円
で
３
・
９
％
増
。
こ
の
う

ち
、
景
気
回
復
に
よ
る
国
税
収
入
増
に
伴

い
、
法
定
率
分
が
６
・
０
％
増
の　

兆
６

１２

９
７
７
億
円
と
伸
び
る
。
一
方
、
地
方
税

収
の
増
加
見
通
し
に
よ
り
、
地
方
全
体
の

財
源
不
足
額
が
減
る
見
込
み
で
あ
る
た

め
、
臨
時
財
政
対
策
分
（
国
の
一
般
会
計

加
算
）
を　

・
８
％
減
の
１
兆
９
２
９
７

１０

億
円
と
置
い
た
。
な
お
、
財
源
不
足
に
つ

い
て
は
、
国
の
臨
時
財
政
対
策
分
と
、
赤

字
地
方
債
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
と
で

折
半
補
て
ん
す
る
ル
ー
ル
を
踏
襲
す
る
。

　

こ
れ
に
、
恒
久
的
減
税
に
よ
る
影
響
分

　

総
務
省
の
平
成　

年
度
予
算
概
算
要
求
総
額
は
、
一
般
会
計
ベ
ー
ス
で

18

前
年
度
比
3
・
9
％
増
の　

兆
1
7
6
8
億
円
、
こ
の
う
ち
、
一
般
歳
出

18

は
5
・
2
％
減
の
1
兆
3
2
5
7
億
円
と
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
恩
給
費
を

除
い
た
政
策
的
経
費
は
3
5
2
3
億
円
で
9
・
9
％
の
減
。
地
方
自
治
関

係
で
は
、
地
方
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
を
合
計
し
た
一
般
財
源
を
前
年
度

並
み
に
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
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を
補
て
ん
す
る
た
め
の
交
付
税
特
会
新
規

借
入
や
、　

年
度
国
税
決
算
に
よ
る
精
算

１６

増
分
４
３
２
２
億
円
な
ど
の
要
素
を
加
味

し
た
結
果
、
自
治
体
に
配
分
さ
れ
る
出
口

ベ
ー
ス
の
要
求
額
は
２
・
７
％
減
の　

兆
１６

４
４
１
９
億
円
と
な
る
。
こ
れ
は
５
０
０

０
億
円
規
模
の
減
に
相
当
し
、
地
方
税
収

の
自
然
増
分
と
見
合
う
。

　

こ
う
し
た
結
果
、
一
般
財
源
総
額
は
①

所
得
譲
与
税
を
除
く
地
方
譲
与
税
を
加
え

た
地
方
税
（　

兆
円
）
②
減
税
補
て
ん
特

３５

例
交
付
金
と
減
税
補
て
ん
債
の
合
計
（
１

兆
円
）
③
出
口
ベ
ー
ス
の
地
方
交
付
税

（　

・
４
兆
円
）
④
臨
時
財
政
対
策
債
（　

１６

０５

年
度
と
同
規
模
の
３
・
２
兆
円
）－

の
合

計
の　

・
６
兆
円
と
な
る
。

５５

▼
補
助
金
改
革　

月
中
に

１１

　

三
位
一
体
改
革
の
動
向
だ
が
、
地
方
六

団
体
が
７
月
に
決
め
た
補
助
金
の
１
兆
円

削
減
案
が
年
末
に
向
け
て
の
議
論
の
発
射

台
と
な
る
。
今
後
の
協
議
は
、
昨
年
に
続

き
、
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
や
、
官

房
長
官
、
総
務
、
財
務
相
ら
４
閣
僚
会
合
、

国
と
地
方
の
協
議
の
場
な
ど
で
行
わ
れ
、

　

月
中
に
は
補
助
金
改
革
案
と
税
源
移
譲

１１の
規
模
を
固
め
、
年
末
の
税
制
改
正
作
業

で
税
源
移
譲
の
内
容
を
正
式
決
定
す
る
と

い
う
段
取
り
が
想
定
さ
れ
る
。

　

小
泉
純
一
郎
首
相
は
総
選
挙
に
圧
勝
し

た
後
の
記
者
会
見
で
、
郵
政
民
営
化
に
続

く
改
革
路
線
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
三
位
一

体
改
革
を
打
ち
出
し
た
。
昨
春
、
議
論
の

こ
う
着
状
態
を
打
開
す
る
た
め
、
３
兆
円

規
模
の
税
源
移
譲
を
提
案
し
た
の
は
、
首

相
自
身
で
あ
り
、
こ
の
路
線
は
揺
る
が
な

い
こ
と
が
確
実
で
、
連
動
す
る
補
助
金
改

革
の
中
身
に
注
目
が
集
ま
る
。

　

そ
こ
で
、
暫
定
措
置
の
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
の
扱
い
と
並
ん
で
、
懸
案
に
な
り

そ
う
な
の
が
生
活
保
護
費
の
扱
い
だ
。
六

団
体
側
は
、
地
方
の
自
主
性
発
揮
に
つ
な

が
ら
な
い
国
庫
負
担
率
の
引
き
下
げ
に
は

反
対
の
立
場
。
厚
生
労
働
省
や
総
務
、
財

務
省
、
地
方
団
体
代
表
を
加
え
た
関
係
者

協
議
会
で
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、

「
保
護
の
実
施
体
制
と
保
護
率
の
関
係
」な

ど
で
、
認
識
は
ま
っ
た
く
か
み
あ
っ
て
い

な
い
。
厚
労
省
は
医
療
費
扶
助
部
分
を
国

民
健
康
保
険
に
移
す
案
も
示
唆
し
て
い
た

が
、六
団
体
側
は
当
然
な
が
ら「
単
な
る
負

担
の
付
け
替
え
」
と
批
判
。
根
本
に
さ
が

の
ぼ
っ
て
、
国
と
地
方
の
双
方
が
協
力
、

生
活
保
護
そ
の
も
の
の
在
り
方
を
再
検
討

す
る
よ
う
な
議
論
が
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

　

一
方
、
地
方
交
付
税
を
め
ぐ
っ
て
は
、

骨
太
方
針
２
０
０
５
に
も
盛
り
込
ま
れ

た
、
地
方
財
政
計
画
と
決
算
の
乖
離
（
か

い
り
）、
逆
乖
離
の
是
正
な
ど
が
懸
案
と

な
る
。
同
方
針
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て

「（　

年
度
ま
で
の
）
重
点
強
化
期
間
内
に

１８
解
消
の
め
ど
を
つ
け
る
よ
う
努
め
る
」
と

し
て
お
り
、
来
年
の
骨
太
方
針
も
に
ら
み

つ
つ
、
改
め
て
経
済
財
政
諮
問
会
議
な
ど

で
も
協
議
さ
れ
そ
う
だ
。
今
後
、
一
般
行

政
経
費
の
「
逆
乖
離
」
問
題
で
、
地
方
側

が
説
得
力
の
あ
る
デ
ー
タ
を
示
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
総
額
確
保
で
は
、
麻
生
太
郎
総

務
相
が
９
月
下
旬
の
六
団
体
代
表
と
の
意

見
交
換
の
場
で
、「　

年
度
の
交
付
税
の

１８

総
額
確
保
も
大
き
な
問
題
だ
」
と
の
認
識

を
表
明
し
て
い
る
。
要
求
で
は
入
り
口

ベ
ー
ス
の
交
付
税
が
伸
び
る
形
と
な
っ
て

お
り
、
特
に
入
り
口
ベ
ー
ス
に
重
き
を
置

く
財
務
省
が
、
さ
ら
な
る
地
方
歳
出
の
抑

制
、
交
付
税
圧
縮
を
迫
る
可
能
性
が
強

い
。

▼
地
方
債
計
画
は
４
・
４
％
減

　
　

年
度
の
地
方
債
計
画
案
に
よ
る
と
、

１８
計
画
規
模
は　

兆
６
６
４
１
億
円
で
４
・

１４

４
％
の
減
。
こ
の
内
訳
は
、
普
通
会
計
分

が
３
・
６
％
減
の　

兆
８
２
２
２
億
円
、

１１

公
営
企
業
会
計
分
が
７
・
６
％
減
の
２
兆

８
４
１
９
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

普
通
会
計
分
の
う
ち
、
収
支
不
足
を
埋

め
る
特
別
分
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
と

減
税
補
て
ん
債
、
財
源
対
策
債
は
合
計
５

兆
２
９
９
５
億
円
で
４
・
４
％
減
。
通
常

分
で
は
、
国
の
概
算
要
求
基
準
や
地
財
収

支
の
仮
試
算
な
ど
に
沿
っ
て
、
補
助
事

業
、
単
独
事
業
関
連
と
も
３
％
程
度
の
減

と
し
て
い
る
が
、
た
だ
、
そ
の
中
で
市
町

村
合
併
を
財
政
面
で
支
援
す
る
合
併
特
例

事
業
債
だ
け
は
、
事
業
の
本
格
化
に
対
応

し
て
０
・
９
％
増
の
１
兆
１
１
０
０
億
円

を
確
保
す
る
。

　

地
方
債
を
引
き
受
け
る
資
金
の
内
訳

は
、
公
的
資
金
と
民
間
資
金
の
ウ
エ
ー
ト

を
、
今
年
度
同
様
４
対
６
に
設
定
し
て
い

る
。
公
的
資
金
の
内
訳
は
、
▽
政
府
資
金

が
４
・
４
％
減
の
４
兆
５
１
０
０
億
円
▽

公
営
公
庫
資
金
が
４
・
０
％
減
の
１
兆
２

８
０
０
億
円－

と
な
っ
て
い
る
。
民
間
資

金
で
は
、
銀
行
等
引
受
債
（
縁
故
債
）
が

５
兆
３
１
４
１
億
円
で　

・
２
％
減
と

１１

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
市
場
公
募
債
は

７
・
９
％
増
の
３
兆
５
６
０
０
億
円
。
公

募
債
シ
フ
ト
の
傾
向
が
続
く
。

▼
消
防
は
、
緊
急
援
助
隊
に
力
点

　

総
務
省
は
概
算
要
求
に
当
た
っ
て
、
▽

行
政
改
革
の
推
進
▽
分
権
型
社
会
へ
の
移

行
▽
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
の
推
進
▽

ｕ－

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
政
策
の
推
進
▽
郵
政
事

業
改
革
の
推
進
▽
国
民
の
安
心
・
安
全
の

確
保－

の
６
本
柱
を
掲
げ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、「
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確

保
」
で
中
核
的
な
位
置
を
占
め
る
消
防
庁

関
係
の
予
算
要
求
を
見
て
み
る
。
要
求
額

は
前
年
度
比　

・
７
％
減
の
１
７
４
億
４

１０

０
０
０
万
円
だ
が
、
消
防
・
救
急
救
助
体

制
の
整
備
に
力
を
注
ぐ
考
え
だ
。
大
規

模
・
特
殊
災
害
時
に
全
国
か
ら
出
動
す
る

緊
急
消
防
援
助
隊
関
係
に
は
、　

億
円

６５

（　

年
度
予
算
は　

億
円
）
を
振
り
向
け

１７

５０

る
。

　

今
年
４
月
１
日
現
在
、
緊
急
消
防
援
助

隊
の
登
録
部
隊
数
は
２
９
６
３
隊
だ
が
、

こ
れ
を　

年
度
ま
で
に
４
０
０
０
隊
規
模

２０

へ
と
増
強
す
る
方
針
。　

年
２
月
に
策
定

１６

し
た
基
本
計
画
で
は
、　

年
度
ま
で
に
３

２０

０
０
０
隊
規
模
に
増
強
す
る
と
し
て
い
た

が
、
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
に
お
け
る
活

動
状
況
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
増
強
を
目

指
す
こ
と
に
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
高
度
探
査
装
置
、
災
害

対
応
特
殊
消
防
ポ
ン
プ
車
と
い
っ
た
高
度

救
助
資
機
材
の
整
備
に
充
て
る
「
緊
急
消
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防
援
助
隊
整
備
費
補
助
金
」
の
要
求
額
を

　

年
度
予
算
額
の　

億
円
か
ら　

億
円
へ

１７

５０

６５

と
伸
ば
し
た
。

　

さ
ら
に
、
東
京
消
防
庁
と
政
令
市
消
防

本
部
の
計　

本
部
に
は
「
特
別
高
度
救
急

１５

隊
」
を
設
置
。
中
核
市
な
ど
の　

本
部
に

５０

は
「
高
度
救
助
隊
」
を
新
設
す
る
。
大
地

震
や
テ
ロ
災
害
な
ど
の
懸
念
が
指
摘
さ
れ

る
中
で
、
高
度
な
技
術
・
資
機
材
を
兼
ね

備
え
た
救
助
隊
を
配
備
す
る
こ
と
で
、
緊

急
対
応
体
制
を
充
実
・
強
化
す
る
。
特
別

高
度
救
助
隊
に
は
、
高
圧
水
流
で
物
を
切

断
す
る
「
ウ
オ
ー
タ
ー
カ
ッ
タ
ー
」
や
、

有
毒
ガ
ス
の
排
気
機
能
な
ど
を
備
え
、
ト

ン
ネ
ル
や
地
下
街
、
地
下
鉄
火
災
の
場
合

に
効
果
を
発
揮
す
る
「
大
型
ブ
ロ
ア
ー
」

な
ど
の
特
殊
資
機
材
を
国
が
整
備
、
無
償

貸
与
す
る
。

　

一
方
、
概
算
要
求
に
は
、
市
町
村
が
行

な
う
耐
震
性
貯
水
槽
や
備
蓄
倉
庫
、
林
野

火
災
活
動
拠
点
広
場
な
ど
の
整
備
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
消
防
防
災
施

設
整
備
と
し
て
、
前
年
度
並
み
の　

億
７

４３

２
０
０
万
円
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

消
防
庁
関
係
で
は
こ
の
ほ
か
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
か
ら
の
直
接
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム

の
実
証
実
験
（
要
求
額
５
２
０
０
万
円
）

の
実
施
を
新
規
に
盛
り
込
ん
だ
。
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
テ
レ
ビ
映
像
を
通
信
衛
星
に
直
接

伝
送
す
る
技
術
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
技
術
を
消
防
防
災
分
野
で
活
用

し
よ
う
と
、
技
術
的
課
題
を
検
証
す
る
。

災
害
が
夜
間
に
発
生
し
て
も
的
確
に
情
報

を
収
集
で
き
る
よ
う
、
夜
間
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
テ
レ
ビ
撮
影
に
関
連
し
た
調
査
も
進

め
る
。

　

消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
の
連
携
に
よ

る
活
動
推
進
の
た
め
の
予
算
も
新
規
要
求

し
て
い
る
（
要
求
額
は
２
０
０
０
万
円
）。

消
防
団
と
自
主
防
災
組
織
の
連
携
の
在
り

方
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
ほ
か
、
地
域

の
実
情
を
把
握
し
て
い
る
消
防
団
員
を
、

地
域
防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
養

成
。
消
防
関
係
者
や
学
識
経
験
者
ら
に
よ

る
調
査
検
討
会
も
開
催
し
、
消
防
団
と
事

業
所
と
の
連
携
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

も
進
め
る
。
全
国
の
消
防
団
員
の
７
割
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
消
防
団
員
の
確
保
に

は
、
事
業
所
の
協
力
が
必
要
な
た
め
だ
。

　

災
害
時
に
自
治
体
と
事
業
所
の
防
災
協

力
が
進
む
よ
う
モ
デ
ル
地
域
を
設
け
、
防

災
体
制
作
り
や
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
、

そ
の
実
績
を
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
他
の
自
治

体
に
示
す
事
業
も
展
開
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
総
務
省
の
要
求
で
は
、
市
町

村
合
併
関
連
施
策
と
し
て
、
合
併
団
体
が

市
町
村
建
設
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
事

業
向
け
の
合
併
推
進
体
制
整
備
費
補
助
と

し
て　

億
５
０
０
０
万
円
を
計
上
す
る
な

７７

ど
し
て
い
る
。（

時
事
通
信
社　

久
保
善
敬
）

都道府県別市町村数   　　　　　　　　　（平成１７年１０月３日現在）

計市町村計村町都道府県計市町村計村町都道府県計市町村計村町都道府県

321418216岡 山 県21101129富 山 県1983416420144北 海 道

281513013広 島 県201010010石 川 県479381127青 森 県

291316115山 口 県27819415福 井 県4714331122岩 手 県

35728325徳 島 県9419754728長 野 県441331130宮 城 県

34727027香 川 県462125223岐 阜 県291316412秋 田 県

2011909愛 媛 県442222022静 岡 県381325322山 形 県

459361026高 知 県683335431愛 知 県8111702446福 島 県

852659653福 岡 県461531625三 重 県542925817茨 城 県

31823320佐 賀 県321319019滋 賀 県401426125栃 木 県

421131031長 崎 県381325124京 都 府5411431726群 馬 県

591445837熊 本 県43331019大 阪 府784038533埼 玉 県

2113817大 分 県522824024兵 庫 県743341536千 葉 県

44935728宮 崎 県4211311318奈 良 県39261385東 京 都

721656551鹿児島県39732131和歌山県371918117神奈川県

4510352312沖 縄 県19415114鳥 取 県3612241014山 梨 県

2,2137501,4632881,175合　 計21813112島 根 県432122715新 潟 県
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▲

北
竜
町
の
概
要

　

北
竜
町
は
、
北
海
道
の
や
や
中
央
の
北

西
部
に
位
置
し
、
人
口
２
、
４
５
８
人（
平

成　

年
９
月
１
日
現
在
）、
面
積
１
５
８
・

１７

　
 

で
、
肥
沃
な
農
耕
地
３
、
０
０
０ 

８２を
有
す
る
緑
豊
か
な
農
業
の
町
で
あ
る
。

　

冬
は
積
雪
寒
冷
で
あ
る
が
夏
は
温
暖
な

気
候
に
恵
ま
れ
水
稲
、
メ
ロ
ン
、
小
玉
ス

イ
カ
、
そ
れ
と
「
ひ
ま
わ
り
」
等
を
栽
培

し
て
い
る
。
そ
の
ひ
ま
わ
り
の
作
付
面
積

は
全
国
一
を
誇
り
、
広
大
な
大
地
一
面
に

太
陽
の
光
を
一
杯
に
受
け
て
咲
き
誇
る
様

は
、
真
夏
の
北
海
道
の
風
物
詩
と
な
り

「
ひ
ま
わ
り
の
ま
ち
」と
し
て
知
名
度
を
上

げ
て
き
た
。

▲

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
ひ
ま
わ

り
の
ま
ち
」

　

農
業
を
基
幹
産
業
と
し
水
稲
一
辺
倒
の

我
が
町
に
あ
っ
て
、
ひ
ま
わ
り
と
の
出
会

い
は
、
昭
和　

年
先
進
諸
国
の
農
業
視
察

５４

で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
れ
た
農
協
職
員
が
ひ

ま
わ
り
の
美
し
さ
と
そ
の
種
子
か
ら
採
れ

㎢

ha
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る
油
が
リ
ノ
ー
ル
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
な
ど

を
豊
富
に
含
む
健
康
食
品
で
あ
る
こ
と
の

帰
町
報
告
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

折
し
も
同
時
期
に
農
協
婦
人
部
で
は
自

給
自
足
運
動
の
展
開
中
で
、
家
族
の
健
康

を
守
る
た
め
食
生
活
の
改
善
に
取
り
組
み

始
め
、
ひ
ま
わ
り
油
に
よ
る
自
給
自
足
と

食
生
活
改
善
、
加
え
て
家
屋
の
周
り
に
ひ

ま
わ
り
を
植
え
る
こ
と
に
よ
り
環
境
美
化

へ
繋
が
っ
て
行
く
こ
と
か
ら
、
５
０
０
戸

の
農
協
婦
人
部
会
員
よ
る
１
戸
１
ア
ー
ル

作
付
け
運
動
が
昭
和　

年
よ
り
開
始
さ
れ

５５

た
。
そ
の
後
転
作
作
物
と
し
て
栽
培
面
積

が
拡
大
さ
れ
町
内
の
あ
ら
ゆ
る
所
で
ひ
ま

わ
り
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ひ
ま
わ
り
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
「
明
る

く
健
康
的
」
は
時
の
厳
し
い
農
業
情
勢
の

中
で
町
民
に
希
望
を
与
え
た
。
そ
の
後
マ

ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
広
く
紹
介
さ

れ
た
北
竜
町
の
ひ
ま
わ
り
は
農
業
資
源
か

ら
観
光
資
源
へ
と
移
行
し
「
ひ
ま
わ
り
の

ま
ち
」
と
し
て
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
よ
う

に
な
っ
た
。

▲

ひ
ま
わ
り
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド

　

ひ
ま
わ
り
に
取
り
組
み
本
年
（
平
成　
１７

年
）
で　

年
目
、
４
半
世
紀
を
経
過
し
た
。

２６

そ
の
間
色
々
な
壁
に
突
き
当
た
り
、
紆
余

曲
折
を
繰
り
返
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
代
表
的
な
事
例
を
紹
介
し
た

い
。

〈
ひ
ま
わ
り
の
里
づ
く
り
〉

　

夏
に
な
る
と
「
ひ
ま
わ
り
は
何
処
に
行

け
ば
見
ら
れ
る
ん
で
し
ょ
う
か
？
」
と
言

う
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
っ

た
。

　

平
成
元
年
、
国
営
農
地
開
発
事
業
で
完

工
し
た
当
町
の
板
谷
地
区
の
一
角
、
国
道

２
７
５
号
線
沿
い
の
４ 

を
持
つ
地
主

が
高
齢
に
加
え
病
気
が
ち
に
な
り
、
畑
の

管
理
を
お
願
い
し
た
い
と
町
と
農
協
に
申

し
出
て
来
た
。

　

町
は
年
々
増
加
す
る
ひ
ま
わ
り
観
光
客

に
観
光
用
の
ひ
ま
わ
り
畑
を
固
定
さ
せ
紹

介
に
対
応
さ
せ
た
い
と
か
ね
て
か
ら
の
考

え
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
想
い
と
一
致
し

借
用
に
踏
み
切
っ
た
。

　

ひ
ま
わ
り
の
里
造
成
当
時
、
農
村
の
過

疎
化
を
食
い
止
め
る
に
は
ま
ず
自
分
た
ち

の
ま
ち
に
誇
り
が
持
て
る
特
色
づ
く
り
を

し
た
い
と
い
う
農
協
青
年
部
が
、
毎
年
５

月
上
旬
に
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー　

数
台
を
持

１０

ち
寄
り
耕
起
、
播
種
を
行
っ
た
。
そ
の
作

業
に
は
商
工
会
青
年
部
、
役
場
、
農
協
、

改
良
区
、
商
工
会
の
職
員
も
加
わ
り
ひ
ま

わ
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
気
運
も
高

ha

ま
り
始
め
た
。

　

草
取
り
は
全
町
民
に
呼
び
か
け
た
、
そ

れ
ぞ
れ
鍬
を
持
ち
寄
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

実
施
し
た
。
以
後
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
毎

年
２
０
０
人
ほ
ど
が
集
ま
り
草
取
り
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
が
引
き
金
と

な
り
、
平
成　

年
か
ら
は
「
ひ
ま
わ
り
の

１３

里
草
取
り
十
字
軍
」
と
し
て
全
町
に
呼
び

か
け
町
民
参
加
の
も
と
草
取
り
が
現
在
も

行
わ
れ
て
い
る
。

〈
ひ
ま
わ
り
の
連
作
障
害
を
克
服
〉

　

国
営
農
地
開
発
事
業
に
お
い
て
一
般
畑

を
造
成
し
て
き
た
。
し
か
し
新
し
く
造
成

さ
れ
た
畑
は
土
地
が
痩
せ
て
い
て
土
壌
改

良
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

　

当
時
、
町
内
に
お
い
て
暗
渠
排
水
工
事

が
施
行
さ
れ
て
お
り
そ
の
工
事
で
排
出
さ

れ
る
泥
炭
を
ひ
ま
わ
り
の
里
に
投
入
し

て
、
長
期
的
に
土
壌
を
改
良
す
る
方
法
を

実
施
し
て
い
た
。
だ
が
、
泥
炭
に
は
切
り

株
や
幹
や
お
お
き
な
石
が
混
入
し
て
い
る

た
め
、
翌
年
の
作
業
に
支
障
を
き
た
す
。

町
内
の
各
団
体
の
職
員
が
ぬ
か
る
み
に
長

靴
を
取
ら
れ
な
が
ら
手
作
業
で
運
び
出
し

畑
の
土
壌
改
良
に
努
め
た
。

　

ひ
ま
わ
り
は
大
輪
で
、
背
丈
も
高
い
た

め
土
の
養
分
を
ほ
と
ん
ど
吸
収
し
て
し
ま

う
。
通
常
、
米
以
外
の
作
物
に
は
連
作
障

害
は
付
き
も
の
で
あ
る
が
、
周
辺
の
環
境

整
備
を
施
し
た
ひ
ま
わ
り
の
里
を
移
設
す

る
事
は
で
き
ず
暗
中
模
索
で
連
作
へ
の
試

験
を
試
み
た
。

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
ひ
ま
わ
り
は
、
花
の

観
賞
期
間
が
終
わ
る
と
チ
ョ
ッ
パ
ー
と
い

う
機
械
に
よ
っ
て
幹
ご
と
切
り
倒
し
粉
砕

し
て
土
の
中
に
鋤
き
込
ん
で
、
翌
年
の
花

の
栄
養
分
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
毎
年
町
内
の
堆
肥
生
産
組
合
か

ら
４
５
０
ト
ン
も
の
牛
糞
堆
肥
を
購
入
し

投
入
し
て
い
る
。
加
え
て
、
ひ
ま
わ
り
の

里
は
緩
や
か
な
丘
陵
地
で
あ
り
、
春
先
の

雪
解
け
に
よ
り
表
土
が
流
出
す
る
た
め
、

秋
に
エ
ン
麦
を
播
種
し
そ
の
防
止
を
図
る

と
と
も
に
、
翌
春
の
耕
起
時
に
緑
肥
と
し

て
土
に
鋤
き
込
み
ひ
ま
わ
り
の
栄
養
分
と

し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
試
験
に
試

験
を
重
ね
苦
労
し
た
結
果
、
平
成
元
年
の

造
成
以
来　

年
連
続
で
同
じ
畑
に
大
輪
の

１７

花
を
咲
か
せ
続
け
て
き
た
。

〈
活
き
た
体
験
学
習
の
場
〉

　

平
成
２
年
、
ひ
ま
わ
り
の
里
の
ひ
ま
わ

り
が
ム
ク
ド
リ
に
よ
っ
て
被
害
を
う
け

た
。
ひ
ま
わ
り
の
芽
が
食
べ
ら
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
鳥
害
に
対
し
町

は
急
遽
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
ポ
ッ
ト
苗
５

６
、
０
０
０
株
を
育
成
し
補
植
を
す
る
こ

と
に
し
た
。
全
町
民
に
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
３
５
０
人
の
町
民
が
集
ま
っ
て
く
れ

た
、
更
に
ひ
ま
わ
り
の
里
に
隣
接
す
る
北

竜
中
学
校
の
生
徒
と
教
職
員
１
５
０
人
も

応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
が
縁
で
、
中
学
校
で
も
ひ
ま

わ
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
何
か
役
に
立
て
な

い
か
と
言
う
こ
と
と
、
特
色
あ
る
学
校
運

営
か
ら
勤
労
体
験
学
習
の
一
環
と
し
て
、

平
成
３
年
よ
り
世
界
の
ひ
ま
わ
り
コ
ー

ナ
ー
の
造
成
を
手
が
け
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

ひ
ま
わ
り
は
北
米
を
原
産
地
と
し
て
、

そ
の
種
類
は
３
０
０
種
以
上
あ
る
、
北
竜

中
学
校
で
は
そ
の
中
か
ら
珍
し
い
花
を
付

け
る
変
わ
っ
た
ひ
ま
わ
り
の
種
子
を
選
定

し
毎
年　

種
類
の
ひ
ま
わ
り
を
栽
培
し
て

３０

い
る
。
播
種
、
散
水
、
除
草
等
の
肥
培
管

△

草
取
り
十
字
軍
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理
は
全
て
生
徒
会
の
中
の
組
織
で
あ
る
ひ

ま
わ
り
委
員
会
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い

る
。

　

極
め
つ
け
は
、
毎
年
８
月
の
第
１
土
・

日
に
開
催
さ
れ
る
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
の
両

日
に
観
光
ガ
イ
ド
を
行
い
、
世
界
の
ひ
ま

わ
り
コ
ー
ナ
ー
を
案
内
し
活
躍
し
て
い

る
。
自
ら
体
験
し
た
栽
培
の
苦
労
話
、
植

え
付
け
ら
れ
て
い
る
ひ
ま
わ
り
の
説
明

等
々
、
屈
託
の
な
い
表
情
で
一
生
懸
命
に

ガ
イ
ド
を
す
る
姿
は
訪
れ
る
人
た
ち
に
共

感
を
与
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
は
、
作
物
の
肥
培
管
理

の
難
し
さ
、
人
と
の
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い

の
大
切
さ
等
々
こ
れ
か
ら
大
人
へ
と
成
長

し
て
い
く
生
徒
た
ち
に
は
大
き
な
財
産
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

〜
東
京
か
ら
ひ
ま
わ
り
の
里
に
来
ら
れ
た

ご
夫
婦
か
ら
の
お
礼
の
お
手
紙
〜（
抜
粋
）

　
「
・
・
・
今
で
も
感
激
で
胸
が
一
杯
に

な
る
こ
と
は
、
半
身
不
随
で
歩
け
な
い
お

爺
さ
ん
を
喜
ば
せ
た
い
と
、
３
年
生
の
女

生
徒
さ
ん
お
二
人
が
、
坂
を
小
走
り
に

下
っ
て
、
紅
い
ひ
ま
わ
り
と
黄
色
の
小
ぶ

り
の
ひ
ま
わ
り
の
花
を
誰
に
も
見
え
な
い

よ
う
に
、
紙
に
包
ん
で
こ
っ
そ
り
お
爺
さ

ん
に
渡
し
て
い
ま
し
た
。
お
二
人
の
優
し

く
、
美
し
い
心
に
只
々
感
激
い
た
し
ま
し

た
。・
・
・
」

〈
神
聖
な
グ
ラ
ン
ド
を
守
っ
て
！
〉

　

平
成
６
年
こ
の
年
ひ
ま
わ
り
は
素
晴
ら

し
い
花
を
付
け
最
高
の
状
態
で
あ
り
、
ま

た
７
月
最
後
の
終
末
は
快
晴
で
ひ
ま
わ
り

が
最
高
に
生
え
る
天
候
で
あ
っ
た
。
国
道

が
２
本
貫
通
し
て
い
る
本
町
は
通
過
車
両

が
ほ
と
ん
ど
で
、
目
的
を
持
っ
て
の
来
町

者
は
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の

日
に
あ
っ
て
は
、
朝
か
ら
車
が
ど
っ
と
押

し
寄
せ
午
前
中
に
２
０
０
台
収
容
で
き
る

駐
車
場
が
一
杯
に
な
り
国
道
か
ら
入
い
る

事
が
出
来
ず
、
と
う
と
う
渋
滞
が
起
こ
っ

て
し
ま
っ
た
そ
の
距
離
お
よ
そ
１
㎞
。
こ

ん
な
事
は
当
然
初
め
て
の
事
で
あ
り
、
関

係
者
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
。
そ
こ
で
急
遽

活
用
し
た
の
が
、
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で

あ
っ
た
。
グ
ラ
ン
ド
内
に
は
次
々
と
車
が

並
び
だ
し
、
そ
れ
で
も
野
球
で
使
用
す
る

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
部
分
だ
け
は
避
け
よ
う

と
、
必
死
に
対
応
に
努
め
た
。
次
の
週
も

活
用
し
対
応
し
た
。
ま
さ
か
翌
年
も
同
じ

事
が
起
こ
る
と
は
予
測
で
き
ず
再
度
グ
ラ

ン
ド
の
使
用
に
踏
み
切
っ
た
。

　

こ
の
出
来
事
か
ら
北
竜
町
の
ひ
ま
わ
り

の
知
名
度
は
本
物
と
確
信
し
た
。
し
か

し
、
学
校
教
育
施
設
で
あ
る
神
聖
な
場
所

グ
ラ
ン
ド
を
そ
の
場
凌
ぎ
で
駐
車
場
と
し

て
使
用
し
、
純
粋
な
子
供
達
の
感
情
を
踏

み
に
じ
っ
た
事
は
、
た
と
え
ま
ち
づ
く
り

と
言
え
ど
も
許
さ
れ
る
べ
き
事
で
は
な

く
、
町
は
、
平
成
８
年
に
５
０
０
台
収
容

出
来
る
駐
車
場
の
整
備
を
行
っ
た
。

　

こ
の
年
以
降
、
ひ
ま
わ
り
の
里
開
設
期

間
中
（
７
月
中
旬
〜
８
月
中
旬
）
毎
年
２

０
０
、
０
０
０
人
を
超
え
る
観
光
客
が
来

里
し
て
い
る
。
そ
し
て
今
で
は
、
決
し
て

グ
ラ
ン
ド
に
は
車
を
入
れ
る
事
は
無
く

な
っ
た
。

〈
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
〉

　

明
る
く
健
康
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
ひ
ま
わ

り
だ
が
、
風
雨
に
弱
く
病
気
が
発
生
し
や

す
い
た
め
連
作
が
き
か
ず
、
土
地
が
痩
せ

細
り
他
の
農
作
物
に
比
較
し
て
生
産
額
が

低
い
等
、
と
て
も
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
作
物

で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
わ
が
町
は
敢
え
て
ハ
ン
デ
ィ

の
あ
る
作
物
「
ひ
ま
わ
り
」
を
作
付
け
し

て
い
る
。
し
か
し
、
プ
ラ
ス
思
考
で
考
え

れ
ば
、
こ
れ
だ
け
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
ひ
ま

わ
り
だ
か
ら
こ
そ
何
処
の
町
に
も
真
似
の

出
来
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
し
て
北
竜
町

の
顔
と
し
て
特
質
化
す
る
こ
と
が
出
来
た

と
思
う
。

　

ひ
ま
わ
り
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
町

民
一
人
一
人
の
ひ
ま
わ
り
に
こ
だ
わ
っ
た

様
々
な
係
わ
り
の
中
で
着
実
に
根
を
張
り

進
展
し
て
き
た
。
わ
が
町
で
は
ひ
ま
わ
り

を
観
に
来
て
く
れ
る
人
達
と
共
に
幸
福
の

花
と
し
て
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
い

う
願
い
と
心
意
気
が
町
民
の
間
に
強
く
息

づ
い
て
い
る
。

〈
竜
巻
が
く
れ
た
力
〉

　

平
成　

年
６
月　

日
午
後
２
時　

分
町

１３

２９

３２

内
の
西
川
地
区
と
い
う
箇
所
か
ら
竜
巻
が

発
生
し
た
。
こ
の
竜
巻
が
道
内
最
大
級
の

大
き
さ
と
な
り
（
規
模
Ｆ
２
、
風
速　

〜
５０

　

ｍ
）ひ
ま
わ
り
の
里
に
襲
い
か
か
っ
た
。

６０こ
の
竜
巻
に
よ
り
、
ひ
ま
わ
り
の
里
１
・

５ 

７
５
、
０
０
０
本
の
ひ
ま
わ
り
と
中

学
生
が
栽
培
し
て
い
る
世
界
の
ひ
ま
わ
り

０
・
５ 

９
、
０
０
０
本
が
な
ぎ
倒
さ
れ
、

悲
惨
な
状
況
に
陥
っ
た
。

　

翌
日
町
民
２
０
０
人
が
ひ
ま
わ
り
の
里

周
辺
の
散
ら
か
っ
た
ゴ
ミ
を
拾
い
、
ひ
ま

わ
り
の
葉
に
か
ぶ
っ
た
土
を
洗
い
落
と
し

た
。
述
べ
４
０
０
人
を
超
え
る
町
民
が
参

加
し
作
業
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
甲
斐
も

あ
っ
て
か
、
ひ
ま
わ
り
の
持
つ
生
命
力
と

そ
の
後
の
好
天
で
ひ
ま
わ
り
は
日
ご
と
に

驚
異
的
な
回
復
を
み
せ
た
。
倒
れ
た
茎
は

起
き
あ
が
り
、
千
切
れ
し
た
葉
の
間
か
ら

は
新
し
い
葉
が
生
え
だ
し
た
。

　

た
だ
、
中
学
生
が
管
理
し
て
い
た
世
界

の
ひ
ま
わ
り
は
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け

ha
ha

△

世
界
の
ひ
ま
わ
り
の
コ
ー
ナ
ー
を
ガ
イ

ド
す
る
中
学
生

△

一
杯
に
な
っ
た
駐
車
場
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た
の
で
、
７
月　

日
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
を

１０

得
な
が
ら
再
度
４
、
０
０
０
本
の
種
子
を

播
き
直
し
た
。
播
き
直
し
た
ひ
ま
わ
り
は

時
期
は
遅
れ
た
が
一
つ
一
つ
確
実
に
花
を

付
け
た
。
竜
巻
の
恐
怖
体
験
は
忘
れ
る
こ

と
は
出
来
な
い
事
実
で
あ
る
、
し
か
し
こ

の
事
に
よ
っ
て
「
町
民
の
団
結
力
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
の
醸
成
」「
諦
め
な
い
こ
と

の
大
切
さ
」
を
再
認
識
し
、「
ひ
ま
わ
り
の

強
靱
な
回
復
力
」
に
は
、
私
た
ち
に
勇
気

と
希
望
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。

▲

ま
ち
づ
く
り
の
ポ

リ
シ
ー

　

法
律
や
行
政
上
で
、
過

疎
の
指
定
を
受
け
た
人
口

２
、
５
０
０
人
程
度
の
小

さ
な
町
「
北
竜
町
」、
全
国

で
合
併
議
論
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
た
昨
年
、
北
竜
町
が

参
加
し
た
北
空
知
１
市
４

町
合
併
協
議
会
は
各
市
町

そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
行
政
運

営
を
す
る
事
で
決
定
し
合

併
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

今
後
は
都
道
府
県
に
権
限

が
お
ろ
さ
れ
再
度
協
議
さ

れ
る
事
に
な
る
と
思
う
。

し
か
し
、
た
と
え
合
併
で

も
単
独
で
も
本
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
を
し
っ

か
り
と
守
り
、
ひ
ま
わ
り

や
イ
ベ
ン
ト
、
地
場
産
品

を
今
後
も
観
光
や
産
業
に

生
か
し
広
域
的
な
生
活
圏

の
中
で
潤
い
と
安
ら
ぎ
の

あ
る
自
然
や
空
間
を
守
り
育
て
、
過
疎
地

に
あ
っ
て
で
も
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
施

設
が
、
環
境
が
、
人
達
が
と
思
わ
ず
目
を

見
張
る
よ
う
な
環
境
と
魅
力
を
創
出
し
、

町
民
創
意
で
の
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
の
確
立

と
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
精
神
で
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
行
き
た
い
。
そ
し
て
、
さ
す

が
北
竜
町
は
「
太
陽
を
味
方
に
つ
け
た
ま

ち
」
だ
と
言
わ
れ
続
け
た
い
た
い
。

　
（
総
務
課
長
補
佐　

山
田　

伸
裕
）
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阿
見
町
は
東
京
か
ら　

㎞
、
日
本
第

５０

２
の
湖
「
霞
ヶ
浦
」
の
南
岸
に
位
置
す

る
首
都
圏
近
郊
の
町
で
す
。
戦
前
は
、

海
軍
航
空
隊
・
予
科
練
の
町
と
し
て
全

国
に
そ
の
名
を
知
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ　

年
ほ
ど
の
間
に
都
市
化
が
急

２０

激
に
進
み
ま
し
た
が
、
地
域
に
よ
っ
て

は
、
自
然
の
緑
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

阿
見
町
で
は
現
在
、
平
成　

年
度
を

１６

初
年
度
と
す
る
「
第
５
次
総
合
計
画
」

に
基
づ
き
、�
人
と
自
然
が
つ
く
る
楽

し
い
ま
ち�
あ
み�
を
目
指
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
の
、
人
と
自
然
の
共

生
を
目
指
す
、�
平
地
林
の
保
全
・
整
備

�
里
山
の
復
元�
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
子
供
だ
っ
た
頃
＝
戦
前
か

ら
昭
和　

年
代
に
か
け
て
＝
は
、
私
た

２０

ち
が
住
む
農
村
部
の
ま
わ
り
に
は
、
い

つ
頃
か
ら
か
里
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
、
落
葉
樹
を
主
体
と
す
る
雑
木

林
が
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
里
山
の
周
辺
で
は
農
家
の
人
び
と

が
、
大
切
に
田
ん
ぼ
や
畑
を
守
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
里
山
は
、
春
に
な
る
と
新
し
い

緑
の
芽
を
出
し
、
夏
は
濃
い
緑
に
、
秋

に
は
紅
葉
、
そ
し
て
落
葉
と
四
季
折
々

に
変
化
し
、
素
晴
ら
し
い
景
観
を
出
現

さ
せ
た
も
の
で
す
。
そ
の
周
辺
の
田
ん

ぼ
に
は
、
カ
エ
ル
、
ト
ン
ボ
、
ホ
タ
ル
、

メ
ダ
カ
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

生
き
物
が
棲
み
、
そ
れ
と
の
か
か
わ
り

を
持
っ
て
多
く
の
野
鳥
や
小
動
物
た
ち

が
生
存
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
里
山
は
、
人
間
の
日
常
生

活
と
深
く
か
か
わ
り
、
人
間
の
管
理
に

よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
そ
の
地
域
の
農
業

や
人
び
と
と
の
生
活
に
と
っ
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

よ
り
具
体
的
に
言
う
と
、
農
業
用
の

た
い
肥
と
す
る
た
め
に
雑
木
林
の
下
草

を
刈
る
、
薪
や
炭
と
し
て
利
用
す
る
た

め
に
立
ち
木
の
間
伐
や
枝
払
い
を
し
て

適
度
な
空
間
を
保
つ
、
な
ど
の
こ
と
が

健
全
な
森
を
保
つ
た
め
の
管
理
に
つ
な

が
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
間
の

利
用
と
自
然
の
生
育
力
が
う
ま
く
調
和

し
、
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
釣
り
合
い

が
と
れ
て
き
た
こ
と
で
、
雑
木
林
＝
里

山
の
自
然
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
い
え

ま
す
。　

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和　

年
代
の
終
わ
り

３０

ご
ろ
か
ら
＝
そ
れ
は
日
本
の
高
度
経
済

成
長
開
始
の
時
期
と
重
な
り
ま
す
＝
農

村
地
帯
で
も
、
化
学
肥
料
の
使
用
が
一

般
化
し
、
燃
料
も
薪
や
炭
か
ら
、
電
気
・

ガ
ス
に
代
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
雑
木
林

と
人
び
と
と
の
生
活
の
緊
密
な
結
び
つ

き
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自

然
に
親
し
む
絶
好
な
空
間
だ
っ
た
や
さ

し
く
豊
か
な
自
然
が
次
第
に
な
く
な
っ

た
の
で
す
。

　

そ
し
て
今
で
は
、
多
く
の
雑
木
林
は

殆
ど
人
の
手
が
か
け
ら
れ
ず
、
人
が
入

り
込
め
な
い
や
ぶ
の
よ
う
な
荒
れ
果
て

た
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
を
目
の
前
に
し

て
、
か
つ
て
の
里
山
の
四
季
ご
と
に
変

化
す
る
景
観
の
素
晴
ら
し
さ
、
周
囲
に

住
む
人
び
と
の
生
活
と
の
結
び
つ
き
や

周
辺
の
農
地
と
の
調
和
、
子
ど
も
た
ち

を
受
け
入
れ
た
自
然
の
豊
か
さ
…
…
…

等
々
を
思
い
起
こ
す
と
き
、
そ
こ
に
は

正
に
、
人
と
自
然
の
共
生
に
よ
っ
て
形

づ
く
ら
れ
た�
里
山
文
化�
と
い
う
べ

き
空
間
が
存
在
し
た
こ
と
を
強
く
感
じ

る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
し
ば
ら
く
前
か
ら
こ
れ

ら
の
里
山
に
限
ら
ず
森
林
全
般
の
荒
廃

現
象
が
大
き
く
と
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の

再
生
へ
の
取
り
組
み
が
全
国
各
地
で
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
阿
見
町
で
も
、
町
域
の
約

　

％
、
１
３
０
０ 

に
の
ぼ
る
平
地
林

２０の
整
備
・
保
全
を
進
め
る
こ
と
が
政
策

的
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
平

地
林
の
整
備
・
保
全
は
地
域
全
体
の
重

要
な
資
源
で
あ
る�
霞
ヶ
浦�
の
流
域

管
理
に
も
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

ha

�
新
し
い
里
山
文
化
の
創
出
に
向
け
て

阿 見 町 長

川 田 弘 二

茨城県町村会長

�
里
山
復
元
を
目
指
し
た
平
地
林
の
保
全
活
動
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そ
し
て
、
か
つ
て
の
里
山
の
素
晴
ら
し

い
姿
を
頭
に
描
き
な
が
ら
、
里
山
へ
の

復
元
を
目
指
し
て
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル

的
な
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
池
城
址
公
園
周
囲
の
町
有
林
（
約

４ 

）、
総
合
運
動
公
園
周
囲
の�
ふ
れ

あ
い
の
森�
（
約　
 

）、町
民
の
森
第
一

１２

号
に
指
定
さ
れ
た�
ワ
ッ
カ
ク
ル
の
森�

（
約
１ 

）、
実
穀
小
地
区
、
君
原
小
地

区
の
学
校
林
（
各
約
１ 

）
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
区
で
は
、
補
助
事
業
な

ど
を
通
し
て
行
政
主
体
の
取
り
組
み
、

森
林
ク
ラ
ブ
な
ど
意
欲
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
積
極
的
な
関
与
、
周
辺

地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
、
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
の
対
応
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
持
続
的
な
努
力
の
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
、
里
山
の
復
元
は
着
実

に
進
み
、
か
つ
て
の
農
村
の
原
風
景
で

あ
っ
た
里
山
に
近
い
姿
が
出
現
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
人
び
と
と
自
然

の
共
生
の
具
体
的
な
形
と
し
て
長
年
に

わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た�
里
山
文

化�
の
基
礎
に
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う

に
、
日
常
的
な
生
活
と
結
び
つ
い
た
多

く
の
人
び
と
の
営
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
新
た
な
形
で
創
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る�
里
山
文
化�
が
、
こ
れ
か
ら

安
定
的
に
維
持
さ
れ
、
更
な
る
広
が
り

を
も
っ
て
い
く
為
に
は
、
か
つ
て
の

�
里
山
文
化�
を
支
え
た
人
び
と
の
日
々

の
営
み
に
代
わ
る
、
新
た
な
人
び
と
の

営
み
を
創
り
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ha

ha

ha

ha

　

私
と
し
て
は
、
こ
の
新
し
い
人
間
の

営
み
を
支
え
る
の
は
、
新
た
な
里
山
を

創
り
出
す
こ
と
に
心
か
ら
の
喜
び
と
使

命
感
を
覚
え
る
人
び
と
の
力
で
あ
り
、

創
り
出
さ
れ
る
新
し
い
自
然
と
接
し
、

そ
こ
に
入
り
込
む
こ
と
に
深
い
感
動
と

生
き
甲
斐
を
見
出
す
人
び
と
の
生
き
方

な
の
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
す
で
に
育
ち
つ
つ
あ
る
、

こ
の
よ
う
な
思
い
を
共
有
す
る
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の
関
係
者
な
ど

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
人
間
の

営
み
が
、
持
続
的
に
支
え
ら
れ
、
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。

　

た
だ
、
現
実
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
新

し
い
人
間
の
営
み
を
保
証
す
る
も
の
と

し
て
、�
緑
の
基
金�
な
ど
に
よ
る
必
要

経
費
の
確
保
、
山
林
所
有
者
の
協
力
体

制
の
確
立
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
の
確
立
に
よ

る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
、
等
々
の
条
件

を
整
え
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　

町
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
対
応
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
す
で
に

�
緑
の
基
金
条
例�
の
制
定
と
住
民
の
善

意
の
寄
付
を
含
む
２
、
５
０
０
万
円
ほ

ど
の
基
金
の
造
成
や
森
林
所
有
者
に
よ

る�
平
地
林
保
全
の
会�
の
結
成
も
実

現
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
に
沿
っ
て

平
地
林
の
整
備
・
保
全
を
進
め
る
こ
と

を
、
地
域
全
体
の
景
観
整
備
に
つ
な

げ
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た�
緑
を

基
調
と
し
た
ま
ち
づ
く
り�
に
も
結
び

つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、　

歳
以
上
の
高

６５

齢
者
の
人
口
（
平
成　

年
９
月　

日
現
在

１７

１５

推
計
）
を
発
表
し
た
。

　

推
計
に
よ
る
と
、　

歳
以
上
の
人
口
は

６５

２
、
５
５
６
万
人
（
昨
年
比　

万
人
増
）、

７１

総
人
口
の　

・
０
％
（
同
０
・
５
％
増
）

２０

を
占
め
、
人
口
・
割
合
と
も
過
去
最
高
と

な
り
、
５
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
人

口
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
平
成　

年
に
は

２７

　

・
０
％
に
上
昇
し
、
４
人
に
１
人
が
高

２６齢
者
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

高
齢
者
人
口
を
男
女
別
に
み
る
と
、
男

性
は
１
、
０
８
１
万
人
（
男
性
人
口
の　

・
１７

４
％
）、
女
性
は
、
１
、
４
７
５
万
人
（
女

性
人
口
の　

・
５
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

２２

　

高
齢
者
の
い
る
世
帯
の
推
移
を
み
る

と
、
昭
和　

年
に
は
８
７
１
万
世
帯
で
、

５８

世
帯
全
体
の　

・
９
％
と
約
４
分
の
１

２４

だ
っ
た
が
、
平
成
５
年
に
は
１
、
１
８
１

万
世
帯
と
初
め
て
１
、
０
０
０
万
世
帯
を

越
え
、　

年
に
は
、
１
、
６
４
６
万
世
帯

１５

と
な
っ
て
、
世
帯
全
体
の　

・
９
％
と
３

３４

分
の
１
を
越
え
た
。
う
ち
高
齢
単
身
世
帯

は
３
３
８
万
世
帯
、
高
齢
夫
婦
世
帯
は
４

４
７
万
世
帯
、
そ
の
他
の
高
齢
者
世
帯
は

８
６
０
万
世
帯
で
あ
っ
た
。　

　

ま
た
、
高
齢
者
の
就
業
者
数
は
４
８
０

万
人
で
、　

歳
以
上
の
人
口
に
占
め
る
就

６５

業
者
の
割
合
は
、　

・
４
％
を
占
め
、
ア

１９

メ
リ
カ
（　

・
９
％
）、
カ
ナ
ダ
（
７
・
５

１３

％
）、
イ
ギ
リ
ス
（
５
・
９
％
）、
イ
タ
リ

ア
（
３
・
２
％
）
な
ど
、
欧
米
諸
国
よ
り

高
い
水
準
に
あ
る
。

高
齢
者
の
推
計
人
口
ま
と
ま
る

― 
総
務
省 
―

ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア

２
０
０
５
が
開
催
さ
れ
る

　

来
る
十
月
三
十
一
日
〜
十
一
月
二
日
の

三
日
間
「
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
０
５　

と
く
し
ま
」
が
総
務
省
、
徳

in

島
県
、
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
等

の
共
催
に
よ
り
徳
島
市
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
。　

　

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
変
革
の

時
代
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
今
後
の
過
疎
地
域
の
目
指
す

べ
き
方
向
に
つ
い
て
議
論
す
る
と
と
も

に
、
参
加
者
相
互
の
情
報
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
。

　

過
疎
市
町
村
で
は
い
ま
だ
、
人
口
の
減

少
と
同
時
に
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
、
ま

た
農
林
漁
業
の
停
滞
・
産
業
経
済
の
停
滞
・

住
民
の
生
活
基
盤
の
都
市
地
域
と
の
格
差

等
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
今
回
の
会

議
で
は
、
一
日
目
は
前
夜
祭
と
し
て
県
内

の
過
疎
地
域
で
あ
る
上
勝
町
と
西
祖
谷
山

村
に
お
い
て
地
域
の
住
民
と
の
交
流
等
を

行
い
、
二
日
目
の
全
体
会
で
は
東
京
大
学

の
大
森
彌
名
誉
教
授
に
よ
る
「
市
町
村
合

併
と
過
疎
対
策
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
基
調

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

う
ほ
か
「
過
疎
地
域
自
立
活
性
化
優
良
事

例
」の
表
彰
式
を
予
定
し
て
い
る
。最
終
日

は
四
つ
の
分
科
会
に
別
れ
て
、
優
良
事
例

表
彰
受
賞
団
体
の
発
表
や
「
地
域
資
源
を

活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」
等
の
テ
ー

マ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
過

疎
地
域
の
魅
力
の
向
上
、
自
立
促
進
に
繋

が
る
方
策
を
探
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
全
大
会
の
翌
日
に
県
内
過
疎
地

域
で
あ
る
那
賀
町
で
今
回
初
め
て
現
地
分

科
会
が
行
わ
れ
、
現
地
視
察
や
「
情
報
通

信
基
盤
整
備
に
よ
る
地
域
振
興
」
と
題
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
交
わ
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
０
５　

と
く
し
ま
」開
催
さ
れ
る

in

　

去
る
９
月　

日
〜　

日
、「
都
市
と
地

１６

１７

方
の
出
会
い
の
場
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
の

主
催
、
総
務
省
・
農
水
省
等
の
共
催
に
よ

り
、「
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
２
０
０
５
」

が
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
定
年
を
迎
え
る

団
塊
の
世
代
を
は
じ
め
、
新
し
い
価
値
観

の
も
と
に
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
す
る
都
市

生
活
者
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
を
背
景

に
、
全
国
の
消
費
者
団
体
、
労
働
組
合
、

農
林
漁
業
団
体
等
に
よ
り
２
０
０
２
年　
１１

月
に
設
立
さ
れ
、
地
方
６
団
体
も
後
援
し

て
い
る
。
都
市
生
活
者
が
Ｉ
・
Ｊ
・
Ｕ
タ
ー

ン
な
ど
を
通
じ
て
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
で
地
方
・
農
山
漁
村
に
回
帰
・
循
環

し
、
健
康
で
安
ら
ぎ
の
あ
る
豊
か
さ
が
実

感
で
き
る
生
活
と
自
己
実
現
、
さ
ら
に
は

環
境
保
全
等
に
よ
る
地
域
へ
の
貢
献
な
ど

を
目
指
す
「
１
０
０
万
人
の
ふ
る
さ
と
回

帰
・
循
環
運
動
」
を
推
進
し
て
い
る
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
そ
の
運
動
の
一
環
と

し
て
、
都
市
生
活
者
へ
の
「
ふ
る
さ
と
暮

ら
し
」
と
言
う
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
啓
発
や
ふ
る
さ
と
回
帰
（
定
住
・
半
定

住
）
の
た
め
の
各
種
情
報
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の

提
供
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
知

事
に
よ
る
ふ
る
さ
と
自
慢
や
ふ
る
さ
と
暮

ら
し
の
実
践
者
を
迎
え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国

か
ら
市
町
村
が
参
加
し
て
ふ
る
さ
と
暮
ら

し
の
相
談
に
の
っ
た
り
、
住
宅
物
件
や
就

農
な
ど
の
様
々
な
情
報
が
提
供
さ
れ
、
多

く
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
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